


１.当機構について
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基本情報

設立日 2009年4月1日

資本金 147億円

事業所

法人本部
神戸市立医療センター中央市民病院
神戸市立医療センター西市民病院
神戸市立西神戸医療センター
神戸市立神戸アイセンター病院

営業収益 812億円（2021年度）

正規職員数 3,229名（2022年12月現在）

☆2009年に神戸市から独立し、地方独立行政法人として運営を開始しました。
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勤務場所

☆勤務地は、すべて神戸市内のため、転居を伴うような異動がありません。

①中央市民病院

・神戸市全体の基幹病院

・三次救急

・断らない救急

④神戸アイセンター病院

・標準医療から最先端の高度

眼科医療提供②西市民病院

・神戸市街地西部の中核病院

・二次救急

・２０２８年度に新築移転予定

③西神戸医療センター

・神戸西地域の中核病院

・二次救急

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=MXRNFZorenOdOM&tbnid=CE12YwhIVwggbM:&ved=0CAUQjRw&url=http://shinkofudosan.web.fc2.com/&ei=fK-dUamHCMGQkwWN3IC4BA&psig=AFQjCNGFtuetNc33l1yDjTPUWNKddTFCRg&ust=1369374959466346
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沿革

2009年4月
地方独立行政法人として運営を開始。
神戸市立医療センター中央市民病院・西市民病院の2病院体制。

2017年4月 神戸市立西神戸医療センターが移管され、3病院体制。

2017年12月 神戸市立神戸アイセンター病院が開院し、4病院体制。

☆地方独立行政法人としては、設立から15年目とまだ新しい団体ですが、規模を拡大
し、成長を続けています。



6

基本理念

市民の立場に立って、人間性豊かであたたかく、質の高い医療を安全に提供することに
より、市民の生命と健康を守ること

市民の信頼に応えるため、より多くの市民に効率的に医療を提供することに努めること

☆当機構以外にも病院はたくさんありますが、市民病院として、
市民の生命と健康を守ることが使命です。
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職員数



２.仕事内容について
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総合職の役割と業務

医療職（専門職）と協同しながら、少数精鋭の事務総合職として、安定的
な経営基盤を確立し、病院の管理・運営を行っていく役割を担っています。

医事

総務・人事

DX（情報）

経理・経営企画
物品等調達

地域連携

医療ソーシャルワーカー
（MSW）

☆ジョブローテーションで、原則3～5年ごとに異動があります。
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医事～患者さんが安心安全な医療を受けられるように

2014 入職
2014～中央市民病院総務課
2018～西市民病院医事課

仕事内容
医事と聞くと、会計業務をイメージしがちだと思
いますが、そうではありません。病院の大きな収
入源である診療報酬に関する業務、それに大きく
かかわる施設基準の管理、未収金管理、医療安全、
感染対策、患者対応など非常に多岐に渡っていま
す。
診療報酬には定められた基準に基づいて医療機関
が届出することにより請求できるものが多くあり
ます。施設基準の管理業務として、届出した項目
の基準を引き続き満たしているかの確認や、新た
に基準を満たした項目の届出などをしています。
医療安全に関する業務については、患者さんが安
心安全な医療を受けられるように、医療職の方々
と一緒になって、日々のヒヤリハット事例から改
善策の検討や研修会を企画・実施しています。
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DX～システムを使う人たちの問題を解決するのが私たちの仕事です

2012 入職
2012～中央市民病院医事課
2013～中央市民病院情報企画課
2016～西市民病院医事課

仕事内容
私の業務を一言でいうと「病院内システム全般の
対応」になります。システムは医師が診察内容を
入力する、看護師が入院患者さんの状態を入力す
る、外来の受付が患者さんの予約を確認して受付
する、会計がその日の内容を確認して会計入力す
る等、病院内で様々な人が、様々な用途で使用し
ています。
そんな中、システムが動かなくなる、現在できな
い操作をできるようにしたい等、システムに対し
様々な問題・希望が発生します。それらを問い合
わせとして受け、その場で対応、あるいはシステ
ムを作ったメーカー等に連絡して相談するなど、
システムを使う人たちの問題を解決するのが我々
の使命です。
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地域連携～地域医療機関と円滑に連携できるように

2001 入職
2001～西神戸医療センター総務課
2013～西神戸医療センター医事課
2015～西神戸医療センター医事課

担当係長
2018～西神戸医療センター地域医療課

地域連携係長

仕事内容
私は西神戸医療センター地域医療課の地域連携係
に所属し、当院と地域医療機関との医療連携が円
滑にまわるよう、様々な事業の企画・運営や、前
方連携業務（地域医療機関からの紹介予約業務
等）がスムーズにいくように管理・調整を担当し
ています。

入職までに向けての過ごし方
学生の間にしかできないことがあるので、学生生
活を思いっきり楽しんでください。医療分野に限
らず世の中の動きにアンテナを張って、少しでも
興味を持った分野があればそれを掘り下げてみて
ください。学生時代に培ったことは、社会人に
なっても思わぬところで役に立ったりします。
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総務～職員の働きやすい環境づくりを目指します

2020 入職
2020～西神戸医療センター総務課

仕事内容
職員が円滑に業務に取り組めるよう、給与・人
事・服務・経理・物品調達・広報など様々な業務
を行う部署です。毎年、担当業務が変わりますが、
今年度は広報・勤怠管理に携わり、院外広報誌や
ホームページの作成、超勤・休暇申請の管理など
を行っています。

入職して良かったこと
福利厚生が充実している点です。休暇制度が充実
しており、有休を分割して使うこともできます。
休暇でリフレッシュすることで、業務に集中して
取り組むことができます。
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MSW～患者さん一人ひとりに合わせた退院支援を心がけています

2020 入職
2020～中央市民病院地域医療推進課

仕事内容
MSW(医療ソーシャルワーカー)として主に入院
患者様の退院支援業務を行っています。急性期病
院の役割を果たすため、病状が落ち着いた患者様
の円滑な転院や退院に向けて、地域医療機関等と
の連携・調整業務を行っています。また、入院患
者様の医療費に関する公的支援、福祉制度(身体
障害者手帳、難病医療費助成制度)などの相談に
も応じています。

入職に向けて勉強したこと
MSWとして十分に力を発揮して勤務するため、
社会福祉士の国家資格取得を目指して学生生活を
過ごしました。また、神戸市民病院機構が担う役
割、医療保険制度や福祉制度などを把握するよう
にしていました。



３.求める人物像
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求める人材

➢病院で働く多くの職員と円滑にコミュニケーションを持てる人

➢日々変化する医療現場の中で、課題を発見し、自らが中心となり

改善、企画できる人

➢病院運営に携わり、経営を実務面からサポートできる人

☆進化し続ける「地方独立行政法人 神戸市民病院機構」のこれからの歴史を、
ともに創っていきましょう！



４.キャリアプラン
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キャリアプラン

担当者 主任 係長 課長補佐 課長 部長

主任選考

☆職員が意欲的に働けるよう、能力や貢献度が適正に評価される昇任制度を導入。



５.勤務条件等
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待遇

初任給 月額204,064円 ※社会人経験等がある場合は別途加算あり。

各種手当
期末勤勉手当（賞与：4.4月分）、扶養手当、住宅手当、通勤手
当、時間外勤務手当、退職手当など

昇給 年１回

☆人事評価など、頑張っている職員が真に報われるような給与制度を整えています。
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福利厚生

社会保険 子育て支援

神戸市職員共済組合に加入 育児休業（最大3年）
育児短時間勤務制度
妊婦の通勤緩和制度
出産補助休暇等

その他

借上げ寮制度（遠方者のみ）
資格取得支援制度あり

休日・休暇

完全週休２日制
年間休日数123日（2023年度）
年次休暇20日
リフレッシュ休暇5日
誕生日休暇
特別休暇（忌服休暇・結婚休暇など）

☆安心して長く働き続けられる制度を
整えています。



６.採用選考について
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選考の流れ

書類選考

筆記試験（教養・小論文）

面接選考３回程度

WEBエントリー

内定

☆募集人数は、10名程度です。詳細は募集要項をご確認ください。

選
考
期
間
：
2

か
月
程
度
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終わりに

皆さまからのご応募をお待ちしてお
ります。


